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〈
議
案
内
容
〉

　
三
洋
電
機
株
式
会
社
が
所
有
す
る
三
洋
電

機
守
口
第
一
ビ
ル
（
以
下
「
三
洋
ビ
ル
」
と

い
う
）
を
市
の
庁
舎
と
す
る
た
め
、
市
役
所

の
位
置
を
改
め
る
と
と
も
に
、
三
洋
ビ
ル
の

土
地
及
び
建
物
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

〈
審
議
経
過
〉

　
両
議
案
を
一
括
で
審
査
し
、
土
地
及
び
建

物
を
取
得
す
る
に
あ
た
り
締
結
し
た
仮
契
約

内
容
に
お
い
て
、
相
手
方
か
ら
の
引
き
渡
し

日
が
既
に
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、設
備
、

土
壌
等
の
現
状
把
握
に
関
連
し
、
売
主
と
し

て
相
手
方
が
負
っ
て
い
る
瑕
疵
担
保
責
任
が

十
分
で
あ
る
か
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

種
々
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か

ら
は
、「
市
民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に

し
、更
な
る
耐
震
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、

耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
診
断
結
果
な
ど

を
基
に
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、
か
つ
議

会
の
意
見
を
尊
重
し
、
改
修
等
の
措
置
に
つ

い
て
判
断
す
る
」
と
の
見
解
を
再
度
、
確
認

し
ま
し
た
。

〈
賛
成
意
見
〉

・
市
長
の
「
市
民
の
安
心
・
安
全
を
最
優
先

す
る
」
と
の
言
葉
を
重
く
受
け
止
め
、
市

民
の
安
心
、
安
全
を
守
る
防
災
拠
点
と
し

て
、
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ

う
耐
震
改
修
を
行
っ
て
も
ら
え
る
と
信
じ

る
こ
と
か
ら
賛
成
。

・
仮
契
約
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
売
主
が

し
っ
か
り
と
協
議
し
た
も
の
で
あ
る
と
確

認
で
き
、
市
長
の
安
心
・
安
全
と
い
う
言

葉
も
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

・
三
洋
ビ
ル
へ
の
早
期
移
転
を
望
む
市
民
の

声
が
多
く
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
改

修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
庁
舎
と
し
て
の

機
能
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
か
ら
賛

成
。

・
庁
舎
の
整
備
方
法
と
し
て
は
、
最
も
ス

ピ
ー
デ
ィ
で
費
用
に
つ
い
て
も
適
正
で
最

善
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

〈
反
対
意
見
〉

・
市
民
の
貴
重
な
税
金
を
多
額
に
投
入
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
三
洋
ビ
ル
が
今
後
予
想

さ
れ
る
大
震
災
等
に
耐
え
る
防
災
拠
点
と

な
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
庁
舎
と
な

り
得
る
か
、
ま
た
、
改
修
費
用
も
購
入
し

な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
も

非
常
に
疑
問
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

・
仮
契
約
に
つ
い
て
も
、
不
満
な
点
が
多
々

見
受
け
ら
れ
、
瑕
疵
担
保
責
任
や
守
秘
義

務
な
ど
、
売
主
に
有
利
と
な
っ
て
い
る
内

容
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

・
市
役
所
の
整
備
は
、
将
来
の
市
民
に
も
大

き
く
関
わ
り
、
市
民
の
大
切
な
税
金
で
購

入
す
る
た
め
、
市
が
建
物
の
現
況
や
耐
震

強
度
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
う
え
で
購
入

を
検
討
す
る
な
ど
、
敬
虔
な
姿
勢
と
、
慎

重
に
熟
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
。

〈
結
果
〉

・
守
口
市
役
所
位
置
条
例
の
一
部
改
正
は
、

賛
成
所
定
数
以
上
（
特
別
多
数
議
決
）
で

可
決
。

・
土
地
及
び
建
物
の
取
得
は
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
多
数
議
決
に
つ
い
て

　
上
記
議
案
の
地
方
公
共
団
体
の
事
務
所

の
設
定
又
は
変
更
に
関
す
る
条
例
の
制
定

改
廃
は
、
出
席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の

者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
特
別
多
数
議
決

で
あ
り
、
議
長
も
表
決
権
を
有
し
て
い
ま

す
。（
地
方
自
治
法
第
４
条
第
３
項
）

　
12
月
５
日
か
ら
12
月
1８
日
ま
で
の
1４
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
人
事
案
件
、
議
員
提
出
議
案
、「
守
口
市
役
所
位
置
条
例

の
一
部
改
正
」「
土
地
及
び
建
物
の
取
得
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
17
件
、
議
会

閉
会
中
に
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
決
算
議
案
５
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
６
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

１２
月
定
例
会
に
つ
い
て

条
例
・
財
産
の
取
得

守
口
市
役
所
位
置
条
例
の
一
部
改
正

土
地
及
び
建
物
の
取
得
に
つ
い
て
　

購入が決定した三洋電機本社ビル
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〈
議
案
内
容
〉

　
こ
れ
ま
で
、
通
院
の
対
象
年
齢
が
小
学
校

入
学
前
ま
で
と
し
て
い
た
も
の
を
市
議
会
全

会
派
か
ら
市
長
に
拡
充
を
求
め
る
要
望
書
の

提
出
が
あ
り
、
市
と
し
て
も
、
よ
り
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に

検
討
し
た
結
果
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
入
院

の
助
成
と
同
じ
、
通
院
の
助
成
対
象
者
を
中

学
校
卒
業
の
年
度
ま
で
に
拡
充
し
、
所
得
制

限
も
撤
廃
す
る
も
の
で
す
。

〈
結
果
〉

　
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
内
容
〉

　
消
防
団
の
更
な
る
充
実
強
化
の
た
め
、
定

員
を
増
員
し
、
市
の
区
域
内
に
勤
務
す
る
1８

歳
以
上
の
者
の
任
用
を
認
め
る
と
と
も
に
、

報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

〈
審
議
経
過
〉

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
活
動
区

域
を
市
全
域
と
し
、
現
在
、
分
団
が
設
置
さ

れ
て
い
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も
分
団
の
結

成
を
目
指
し
、
団
員
の
増
員
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
市
全
域
で
の
活
動
の
均
衡
を

取
り
な
が
ら
拡
充
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在

の
団
員
数
・
分
団
の
設
置
状
況
な
ど
体
制
が

十
分
で
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
団
員

数
の
年
次
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
し
、
入
団

の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
啓
発
を
行
い
、
未

結
成
地
域
に
お
け
る
分
団
の
設
置
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。地
域
で
の
防
火
運
動
、

団
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
は
、
女
性
や
大
学
生
の
団

員
の
活
動
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら

人
材
の
入
団
促
進
に
つ
い
て
も
、
配
慮
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
結
果
〉

　
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

消防出初め式で行進する消防団

木き

村む
ら　

隆た
か

義よ
し　

氏　
【
再
任
】

（
守
口
市
大
庭
町
１
丁
目
15
番
17
号
）

林は
や
し

川か
わ　

毅つ
よ
し　

氏　
【
再
任
】

（
守
口
市
京
阪
本
通
１
丁
目
1０
番
３2
ー
４２６

号
）

中な
か

道み
ち　

久く

美み

子こ　
氏　

（
守
口
市
寺
方
錦
通
１
丁
目
1４
番
1８
号
）

選　

挙

人　

事

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に　
　
　

　
　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
４
年
）

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

公
平
委
員
会
委
員
（
任
期
４
年
）

人
権
擁
護
委
員
（
任
期
３
年
）
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子
供
が
利
用
し
や
す
い
魅
力
あ
る

�
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て

Q
質 問

公
園
は
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
た

め
、魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
は
、

街
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
大
き
な
要
素
で
あ

る
。
そ
の
為
、
子
育
て
中
の
保
護
者
の
意
見

を
公
園
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
市 長

公
園
は
誰
も
が
自
由
に
利
用
で

き
、
多
様
な
年
齢
層
の
市
民
が

利
用
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

関
係
部
局
と
連

携
を
図
り
、
各

世
代
の
意
見
を

聴
取
し
、
魅
力

あ
る
公
園
づ
く

り
に
努
め
て
い

き
た
い
。

「
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
特
区
公
園
」
に
よ
る

�

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て

Q
質 問

市
内
の
公
園
で
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

マ
ナ
ー
の
悪
い
一
部
の
利
用
者

を
基
準
に
し
て
、
善
良
な
市
民
の
さ
さ
や
か

な
楽
し
み
を
禁
止
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で

あ
る
。
地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
一
定
の
区

域
や
使
用
時
間
等
の
ル
ー
ル
に
基
き
「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
特
区
公
園
」
を
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

A
市 長

公
園
は
、
住
宅
地
に
近
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
騒
音
、
ゴ
ミ

の
投
棄
な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、平
成
２４
年
度
に
禁
止
し
た
。

煙
や
臭
い
の
課
題
が
あ
り
、
近
隣
住
民
へ
の

影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

公
共
施
設
利
用
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

予
約
・
支
払
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
てQ

質 問

昨
年
の
代
表
質
問
に
お
い
て
、

公
共
施
設
を
予
約
す
る
際
の
利

便
性
向
上
の
た
め
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
可
能
な
仕
組
み
を
構
築

し
、
支
払
い
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
と
提
言
し
た
。
市
長
は
「
実

施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。」
と
答
え
た
。

早
急
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
市 長

市
民
の
利
便
性
の
確
保
と
施
設

状
況
に
合
致
し
た
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う

観
点
か
ら
調
査
・
研
究
を
行
い
、
民
間
業
者

が
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
抑
え
、
管
理
運
用
面
に

効
率
化
な
ど
が
図
れ
る
と
判
断
し
た
。
実
施

時
期
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
の
開
所

時
期
を
目
途
に
検
討
し
て
い
る
。

学
校
統
合
、
耐
震
工
事
中
に
お
け
る

�

避
難
場
所
、
防
災
計
画
に
つ
い
て

Q
質 問

現
在
、
学
校
統
合
に
よ
る
校
舎

の
取
り
壊
し
や
新
築
工
事
、
耐

震
補
強
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。工
事
期
間
中
は
避
難
が
必
要
な
場
合
に
、

地
域
住
民
へ
の
的
確
な
避
難
誘
導
指
示
が
必

要
で
あ
る
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急

避
難
指
示
や
地
域
住
民
へ
の
周
知
方
法
や
連

絡
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
市 長

工
事
期
間
中
な
ど
の
避
難
経
路

や
避
難
所
等
に
つ
い
て
は
、
自

主
防
災
組
織
や
地
域
団
体
の
連

絡
網
、
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
を

通
じ
て
周
知
を
図
り
、
災
害
が
発
生
し
た 

場
合
に

は
、
防

災
無
線

や
エ
リ

ア
メ
ー

ル
な
ど

で
市
民

に
周
知

を
図
る

よ
う
に

考
え
て

い
る
。

母
子
保
健
事
業
小
学
校
就
学
に
つ
な
が
る

�

５
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い
て

Q
質 問

本
市
に
お
い
て
も
３
歳
児
健
診

か
ら
小
学
校
就
学
前
健
診
ま
で

の
空
白
期
間
を
埋
め
る
５
歳
児

健
診
を
早
期
に
実
施
し
、
家
庭
と
学
校
と
の

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
図
り
、
ま
た
「
小
１
プ

ロ
ブ
レ
ム
」
へ
の
対
応
の
た
め
、
幼
稚
園
・

保
育
園
か
ら
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
就
学

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

A
市 長

５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
守

口
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の

豊
か
な
成
長
支
援
と
し
て
、
特
別
な
支
援
や

配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
早
期
発
見
と

成
長
段
階
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
就
学
前
の
児
童
に
対
し
て
、
市

内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
臨
床
心
理
士
を
派

遣
す
る
な
ど
支
援
体
制
の
整
備
を
検
討
し
て

い
く
。

《
一
般
質
問
》

　
福ふ

く
西に

し
　
寿と

し
光み

つ
（
未
来
会
議
守
口
）

《
一
般
質
問
》

　
津つ

嶋し
ま

　
恭き

ょ
う

太た
（
も
り
ぐ
ち
市
民
会
議
）防災無線
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大
枝
公
園
再
整
備
に
つ
い
て

Q
質 問

大
枝
公
園
の
再
整
備
計
画
は
い

つ
ま
で
に
策
定
さ
れ
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
が
可
能

か
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
使
え
る
の
か
、

そ
れ
ら
を
含
む
新
し
い
考
え
が
あ
る
の
か
。

加
え
て
、
再

整
備
さ
れ
た

大
枝
公
園
を

２
０
２
０
年

東
京
五
輪
で

の
練
習
場
と

し
て
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

A
市 長

大
枝
公
園
の
再
整
備
は
、
平
成

２6
年
度
末
を
目
途
に
基
本
計
画

及
び
基
本
設
計
を
進
め
、
イ

メ
ー
ジ
図
等
も
併
せ
て
公
表
す
る
。
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
、
多
目
的
運
動
広
場
を
設
置
し
、

既
存
の
種
目
を
含
め
、
多
く
の
市
民
が
楽
し

め
る
新
た
な
種
目
の
対
応
も
考
え
て
い
る
。

防
災
面
は
、
備
蓄
倉
庫
や
非
常
用
ト
イ
レ
な

ど
新
た
な
防
災
施
設
な
ど
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
公
園
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
近
隣
自
治
体
の
誘
致
状
況
を
ふ
ま
え
、

再
整
備
し
た
大
枝
公
園
な
ど
を
練
習
会
場
と

し
て
、
誘
致
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

牛
乳
な
し
の
給
食
に
つ
い
て

Q
質 問

新
潟
県
三
条
市
で
牛
乳
な
し
の

給
食
が
試
行
的
に
始
ま
り
、
多

く
の
賛
成
意
見
が
あ
っ
た
。
本

市
に
お
い
て
も
牛
乳
な
し
の
給
食
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

A
教育長

現
状
、
牛
乳
の
飲
み
残
し
は
極

め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

も
牛
乳
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。
牛
乳
な
し
の
献
立
は
、
献
立
作
成
委
員

会
に
て
、
保
護
者
や
子
ど
も
、
教
員
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

給
食
の
献
立
に
つ
い
て

Q
質 問

最
近
の
給
食
は
様
々
な
献
立
が

あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
学
校

給
食
は
和
食
重
視
の
方
が
い
い

と
考
え
る
。
現
在
、
本
市
で
は
給
食
の
内
、

和
食
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。
ま
た
、
米
飯
給

食
を
実
施
し
た
他
の
自
治
体
の
小
中
学
校
で

校
内
暴
力
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
実
例
が
あ
る

が
、
本
市
で
は
、
和
食
重
視
の
給
食
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
教育長

本
市
で
は
、
一
汁
三
菜
の
献
立

を
基
本
に
し
て
い
る
が
、
純
和

食
と
い
わ
れ
る
献
立
は
約
半
数

と
な
る
。
今
後
と
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

魅
力
あ
る
献
立
の
提
供
を
基
本
と
し
、
和
食

重
視
の
給
食
は
、
献
立
作
成
委
員
会
や
保
護

者
や
子
ど
も
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

商
店
街
の
ポ
ス
タ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Q
質 問

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
、

商
店
街
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
、
デ

ザ
イ
ン
に
詳
し
い
学
生
な
ど
に

ポ
ス
タ
ー
制
作
を
依
頼
し
、
話
題
に
な
る
奇

抜
で
秀
逸
な
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

で
き
る
よ
う
、補
助
制
度
の
周
知
を
徹
底
し
、

資
金
面
で
の
支
援
を
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
市 長

こ
れ
ま
で
ポ
ス
タ
ー
の
作
製
に

伴
う
補
助
金
の
交
付
実
績
が
な

く
、
今
後
は
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
守
口
市

商
業
連
盟
や
商
店
会
連
合
会
な
ど
を
通
じ
、

商
業
振
興
事
業
支
援
補
助
金
制
度
の
更
な
る

周
知
に
努
め
て
い
く
。

守
口
ブ
ラ
ン
ド
を
周
知
す
る
こ
と
に
つ
い
て

Q
質 問

食
品
・
製
品
等
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
お
い
て
、
守
口
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
、
庁
舎
ロ
ビ
ー
へ
の

展
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
特
集
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
等
、
広
く
周
知
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
市
内
外
の
方
々
に
、
守
口

の
も
の
づ
く
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
な

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
市 長

広
報
誌
に
地
元
企
業
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
て

い
く
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
市
内
で
作
ら
れ
た
製
品
の
実
物

展
示
の
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
守
口
ブ
ラ
ン

ド
の
発
信
に
努
め
て
い
く
。

豊
秀
松
月
線
周
辺
の
都
市
景
観
の

�

向
上
に
つ
い
て

Q
質 問

魅
力
的
な
都
市
で
あ
る
た
め
に

は
美
し
い
景
観
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。現
在
、守
口
市
と
し

て
は
、
都
市
計
画
道
路
豊
秀
松
月
線
の
事
業

認
可
に
向
け
動
き
出
し
て
い
る
。
幅
員
が
大

幅
に
広
が
る
工
事
と
な
る
が
、こ
れ
を
機
に
、

こ
の
道
路
周
辺
の
景
観
の
向
上
に
向
け
、
大

い
に
邁
進
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
市 長

現
在
、
事
業
認
可
に
向
け
た
調

査
等
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

道
路
の
豊
秀
松
月
線
は
、
国
道

１
号
線
か
ら
京
阪
守
口
市
駅
前
交
通
広
場
へ

の
重
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ

し
い
景
観
の

形
成
に
配
慮

し
、
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
と

し
て
事
業
を

進
め
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
る
。

《
一
般
質
問
》

　
服は

っ
部と

り
　
浩ひ

ろ
ゆ
き之

（
改
革
ク
ラ
ブ
）

《
一
般
質
問
》

　
竹た

け
う
ち内

　
太た

い
司し

朗ろ
う

（
守
口
新
政
会
）

都市計画道路の豊秀松月線
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市
有
地
（
公
有
財
産
）
の

�

活
用
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

Q
質 問

来
年
１
月
に
売
却
予
定
の
西
郷

通
１
丁
目
の
市
有
地
を
、
隣
の

大
宮
中
央
公
園
と
あ
わ
せ
て
ス

ポ
ー
ツ
広

場
に
す
る

な
ど
、
現

在
市
が
抱

え
て
い
る

未
利
用
地

や
、今
後
、

公
共
施
設

の
見
直
し

や
学
校
の

統
廃
合
等

に
よ
っ
て

発
生
が
見

込
ま
れ
る
土
地
に
つ
い
て
、
活
用
計
画
を
策

定
し
て
は
ど
う
か
。

A
市 長

市
有
地
の
活
用
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
将

来
都
市
像
の
実
現
を
め
ざ
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
公
共
施
設
の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
発
生
が
見
込
ま
れ
る
土

地
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
、
地
域
の
実
情
等
を

考
慮
し
、
効
果
的
、
効
率
的
な
土
地
利
用
を

計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

検
証
に
よ
り
、
活
用
の
見
込
み
が
な
い
と
判

断
し
た
土
地
は
、
売
却
も
含
め
検
討
し
て
い

く
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
（
都
道
府
県
化
）

�

に
つ
い
て

Q
質 問

現
在
、
国
で
は
国
保
基
盤
強
化

協
議
会
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府
県
化
が
審
議
さ

れ
て
い
る
。
中
間
整
理
（
案
）
が
今
年
の
８

月
に
示
さ
れ
た
が
、
守
口
市
が
望
む
も
の
と

は
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
、
国
や
府
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
市
の
要
望
を
伝
え
て
い

く
の
か
。
新
た
な
や
り
方
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

A
市 長

中
間
整
理
で
は
、
国
に
よ
る
財

政
支
援
の
拡
充
等
に
よ
り
府
が

財
政
運
営
を
担
い
、
医
療
給
付

費
等
の
見
込
み
に
見
合
う
保
険
料
収
納
必
要

額
を
算
出
の
上
、
各
市
町
村
が
分
賦
金
を
納

め
る
方
式
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
町

村
の
合
意
が
得
ら
れ
る
場
合
は
、
均
一
保
険

料
率
の
設
定
も
検
討
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

保
険
料
負
担
と
給
付
の
公
平
性
を
確
保
で
き

る
制
度
と
な
る
よ
う
、
府
へ
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、
国
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く
。

守
口
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の

�

実
行
に
つ
い
て

Q
質 問

計
画
の
中
で
建
替
え
対
象
の
３

団
地
が
あ
る
が
、
進
展
し
て
い

る
様
子
が
な
く
、
課
題
も
多
い

こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
。
本
市
で
は
、
今
後

計
画
の
実
行
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。
ま
た
、
体
制
の
強
化
は
必
要
で
は

な
い
の
か
。

A
市 長

長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て
建
替

え
と
位
置
づ
け
て
い
る
団
地
の

う
ち
、
特
に
店
舗
や
権
利
者
住

宅
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
居
住
者
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
来
年
度
か
ら
は
、
権
利
や
そ
の

補
償
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
に
入
る
予
定

で
、
今
後
の
業
務
を
見
極
め
な
が
ら
体
制
も

検
討
し
て
い
く
。

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

Q
質 問

女
性
は
、
出
産
後
数
日
か
ら
１

週
間
を
過
ぎ
た
頃
が
、
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
か
ら
、
心

身
と
も
に
最
も
不
安
定
に
な
り
や
す
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
産
後
う
つ
や

乳
幼
児
虐
待
の
予
防
に
も
繋
が
る
産
後
ケ
ア

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
進
自
治
体

で
は
、
様
々
な
産
後
ケ
ア
支
援
事
業
を
展
開

し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

A
市 長

本
市
で
は
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
の
面
談
や
、
新
生
児
期
の

自
宅
等
へ
の
訪
問
を
保
健
師
等

に
よ
り
実
施
し
、
出
産
や
育
児
に
対
し
て
不

安
を
も
つ
女
性
の
早
期
把
握
と
支
援
に
努
め

て
い
る
。
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
医
療
機
関
及
び
助
産
施
設
の
意
見
を
聴

取
し
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

図
書
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

Q
質 問

全
中
学
校
区
に
司
書
の
配
置
が

整
い
、
図
書
室
の
整
備
は
進
ん

で
い
る
が
、
図
書
室
を
自
由
に

利
用
で
き
、
本
を
読
む
習
慣
が
つ
く
環
境
を

整
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
選
任

司
書
の
配
置
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
教育長

学
校
司
書
は
、
全
中
学
校
区
に

配
置
し
て
お
り
、
教
職
員
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に

よ
る
適
切
な
指
導
な
ど
図
書
環
境
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。
今
後
も
学
校
司
書
の
活
動
状

況
等
か
ら
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
、
学
校
の

教
育
計
画
に

基
づ
く
読
書

活
動
推
進
の

取
り
組
み
に

対
す
る
支
援

な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

《
一
般
質
問
》

　
真ま

崎さ
き

　
求も

と
む（

日
本
共
産
党

�
守
口
市
会
議
員
団
）
 

《
一
般
質
問
》

　
西に

し
田だ

　
久く

み美（
守
口
市
議
会
公
明
党
）

西郷通１丁目の市有地



定
例
会
の
概
要

一
般
質
問

お
知
ら
せ

採
決
結
果

もりぐち市議会だより　平成27年（2015年）２月１日号7

４ページから６ページに掲載していない質問項目の一覧です。

福西　寿光（未来会議守口）
・公園の魅力度アップのための
　「ベンチ寄付制度」導入について

竹内　太司朗（守口新政会）
・道徳教科書の使用状況について
・食育について

服部　浩之（改革クラブ）
・市が制作する告知ポスターについて
・市内の企業のアピールについて

西田　久美（守口市議会公明党）
・情報のバリアフリー化について

「広報もりぐち」のリニューアルに伴い、市議会だよりもＡ４版全面カラーになりまし
た。これからも市民の皆様に見やすくわかりやすい「もりぐち市議会だより」の作成に
取り組んでいきます。

平成２７年２月定例会日程案
２月１９日（木）午前１０時� 議会運営委員会
２月２６日（木）午前９時３０分� 議会運営委員会
　　　　　　午前１０時� 本会議　　　　
２月２７日（金）午前１０時� 本会議
３月１０日（火）午前９時３０分� 議会運営委員会
　　　　　　午前１０時　　　本会議

３月１１日（水）午前１０時� 本会議
３月１３日（金）午前１０時� 福祉保健委員会
３月１６日（月）午前１０時� 建設文教委員会
３月１７日（火）午前１０時� 総務市民委員会
３月２５日（水）午前９時３０分� 議会運営委員会
　　　　　　午前１０時　　　本会議

※本会議・委員会の日程などは変更されることがあります。また、市議会ホームページにも掲載しています。

≪傍聴席からの議場の様子≫

市議会ホームページ��http://www.city.moriguchi.osaka.jp/contents/gikai/menu.html

◇お知らせ◇
「もりぐち市議会だより」
� Ａ４版全面カラーへ

本会議の傍聴
●受付時間：開会予定時刻の１時間前から
●受付場所：一般傍聴席受付
　　　　　　�（市役所本館１階にある当直室隣の

階段を上がった３階）
●定員：４０名（先着順）

委員会の傍聴
●受付時間：開会予定時刻の１時間前から
●受付場所：議会事務局（市役所本館３階）
●定員：１０名（先着順）

傍聴に
いらっしゃい
ませんか
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採決結果一覧� 「○」は賛成、「×」は反対、「退」は退席

事　　件　　名 結果

改革 共産 未来 もり 公明 志政 新政
服
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浩
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和
仁
　
春
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求
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三
浦
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光
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嶋
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木
村
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彦

松
本
　
満
義

小
鍛
冶
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親

西
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上
田
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嶋
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作
田
　
芳
隆

江
端
　
将
哲

甲
斐
　
礼
子
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内
太
司
朗

選挙
淀川左岸水防事務組合議会議員の選
挙 当選 ○

議
長
に
つ
き
、
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人事
公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について 異議なき旨
議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
守口市議会議員定数条例の一部を改
正する条例案 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○

専決処分
平成26年度守口市特別会計公共下水
道事業補正予算（第１号） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度守口市一般会計補正予算
（第５号） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例
守口市役所位置条例の一部を改正す
る条例案（※） 可決 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

守口市老人医療費の助成に関する条
例の一部を改正する条例案 可決 ○

議
長
に
つ
き
、
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い
。

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市乳幼児医療費の助成に関する
条例の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市国民健康保険条例の一部を改
正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市下水道事業の設置等に関する
条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市消防団条例の一部を改正する
条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○

職員の特殊勤務手当に関する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予算
平成26年度守口市一般会計補正予算
（第６号） 可決 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度守口市特別会計公共下水
道事業補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度守口市一般会計補正予算
（第7号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○

決算
平成2５年度守口市一般会計歳入歳出
決算の認定について 認定 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

平成2５年度守口市特別会計公共下水
道事業歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成2５年度守口市特別会計国民健康
保険事業歳入歳出決算の認定につい
て

認定 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成2５年度守口市特別会計後期高齢
者医療事業歳入歳出決算の認定につ
いて

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成2５年度守口市水道事業会計決算
の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他
土地及び建物の取得について 可決 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
改革＝改革クラブ、共産＝日本共産党守口市会議員団、未来＝未来会議守口
もり＝もりぐち市民会議、公明＝守口市議会公明党、志政＝志政会、新政＝守口新政会
※この議案は、特別多数議決であり、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要とします。また、議長も表決権を有してい
ます。採決の結果、出席議員2１名、賛成１５名・反対６名、賛成が所定数（１４名）以上であり、可決されました。


